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痛み関連電位からみた鋪ひびき感覚の効果について
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要旨 鎖刺激によるひびき感覚の意義を明確にするため， 痛み関連mü[後I~I成分 (Pa in rclated late 

positive componen t =p-LPC) の撮帆を指慨と L，誠刺激時に発生するひびき感覚の強度との関連

制 を験討した。対象は，成人男女ボランティア 7 名とした 先ず。誘発刺激を示惜に与え，m:象関連電

位を計測し 次に誘発刺激と同時に織刺激を同側手三塁穴に約 J Hzで32抄1111行L \ 依鎖 2 分後，再び

誘発刺激のみを与え ， 3 者白振帽を比較検討した 実験終了後， ひびき白チャート用紙に銭刺激時のひ

びき感覚を記載させた。 そ白結果，ひびき白強~が強いと答えた被験者は p-LPC振闘の減少を示した

しかし， ひびき感党が~>>l 、思合は振輔の減少傾向は認められなかった こ のこ とから蹴峨時の強いひ

びき感覚は， 痛み感覚を何等かの作用で抑制させることが示唆された
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Sum mary: This study investigated the effect of the acupunctu re sensat綷n (De-qi sensation) 
on lhe central nervQUS system CCNS) , This sensation effecl was examined using the p-LPC 
as an index of thc func�ion of the CNS. The p-LPC is a type of event related polential 
(ERP) used 10 obj ectれ，'e1)' measure sensation intensity 
We measured the p-LPC in 7 healthy adult ~'olun ! eers using a signal processor 7Tl7 
(NIHO:-J DE:-JKI S.'¥1¥EI LTD). InitiaIIy , the p-LPC of the controJ group ( n ~ 5) was 
rccorded い.v i ce al 2 minutc in!ervals. Then , lhe p-LPC was measured in lhe acupunclure 
stimulated group (n=7) before and after stimulation at 2 ffiinutc intervals. The acuｭ
point used was Shδusanlí (L I1 0 手三里 ) stimulated by the sparrow pccking technique 
l'he inLensiLy of acupunclure sensation was measured by VAS(visuaJ analog scale) and 
when this was morc than 50mm , the acupuncture sensation was judged as strong. As 
a result. in thc conlrol group. lhe amplitudc change in the p-LPC was s mall , but in thc 
acupuncture stimulatcd group.the p-LPC amplitude was depresscd 2 minules after stimｭ
ulat�on 
This result sugg田ts that strong acupuncture sensation affects the function of the C:¥S 
by depressing the amplitude of the p-LPC 

Key Words 新み関辿m位 Pai.n relaied 1ate posi ! i時 component=p-LPC，
ひび き感覚 de-qi sensation 雀啄刺激 Sparrow-pecking !echniquc 
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I はじめに

体表にある積の刺激を与える事によって脳波上

に生じるíll位変化は。誘発rll位CEvoked potentiaJ) 

と呼ばれている 1 - 3) ， この誘発電位はトリガー と

なる刺激を与えてから80msec以内に発生する早

期成分 Cearly component) と !50-300msec後に

発生する後期成分 (late com po nent) に分類で

きる.一般的に早期成分は特殊妓射系に関係が深

く ， 後期成分は非特殊投射系に凶係が深いとされ
ている 1 ， 7)

最近.この後期成分について様々な検討がなさ

れ. 主観的な感:r1:を反映する成分であることが明

らかにされつつあり，事象関連rn位 (Evenl reｭ

!ated potential: ERP) として注目されている

このlJ!象I.\\J i!Ji111伎の巾でも鮪みや不快な感党等の

主観的な感覚を客観的に把握する指標として痛み

関連íU位 (pain re!ated !ale pos山 ve component 

p-LPC) があるー

痛み関i!Jim位とは， 痛み刺激を体表に与え，刺

激後200-300msec に現われる陽性波形である

この波形の振幅は. 被験者に与える物理

的な刺激強度よりもむしろ刺激に対する

被験者の自党する痛み感党の強さと相以i

して現われることから，痛み関連電位の仮

JlJい，左側の示指背側の基節関節にマイナス娠を

中節目I/ûiíにプラス極をケラチンク リー ムを塗イ日し

た上から装着した なお， 陰性電極には鋭敏な刺

激感:ìï:を i尋るために山田ら孔紛が考案した針氾極

を若干改良してIUい . /l!J性 fl1極には冊1m極を月jい

た.刺激条例は duration 500μsec の単発刺激を

2 秒に l 回の訓合で行なった 誘発刺激強度の設

定は，各々の被験者が自覚する痛み強度を一定に

する1.~に ， Hl尖に与える刺激強度を OVより 11::1始

L. 0.1 Vづっ段附的に地強し痛み凶値を測定し
た その痛み闇値の1.2- 1.5倍の強度で強い者ií み

を伴うと符えたi直を刺激強岐として設定した

3 鎌刺激方法及び舗のひびき感覚の評価方法

鍛刺激は誘発刺激と同時に同側の手三虫穴に雀

啄刺激を32秒間，約! Hzで験者の手傑作にて行

なった 録の刺入深度は被検者がひびきを感じる

深さとした(t8-23mm. 平均 19.9mm). また雀

啄刺激による被験者のひびき感覚は実験終了後，

ひびきのチャ ー ト用紙に記載させた(図! ). 

なお.鍛のひびき強度の判定には Vsial analog 

υυ曹のチャート

幅は主観的な痛みや不快感1'J:を客観的に

表わす指標として利用されている2-6， 8 )

s・E 隼 11 8 ( 1 旦旦iι一一一一一一一一一­
zニZム一一一一一­
Z旦之互ニム---

そこで筆者らは銭刺激.特に銭のひび

きの中枢神経機椛に及ぼす効果および臨

床的意義について検討するため. p-LPC 

に注目しこの振幅に対する鍛のひびき

の影糾ついて観察したので報告する

E 対象と方法

1 対 象

対象は世ß応成人男11' 6 名， 女性 l 名の

計 7 名， 年l齢21-28才(平均24.2才)で

あった

2. 誘発刺激

誘発刺激は日本電気三栄卸デジタルm

気刺激装白 3F76. ア イ ソレータ 5384 を

・・・4医長名ー 強皇ム一一 区I

E且劃量量且 盤型車且且

日 "の盤醸の有測量 省銀

2 ) υぴ曹の・畑

3) ひぴ8の".. 倉南
4) Vぴ奮乞射する情動

検. 不快・ヨE梅園包耐え闘志その他

5) tHJ琶の樋さ (VAS )

~ 

.い

s) v lJ曹の胸囲

図 1 ひびきのチャー卜用紙

-"い
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scale (V AS) を用い. 50mm を境界としてそれ

以上の笛所に印を付けた被験者を強いひびきを得

たと判定した.

4 記録方法及び解析方法

図 2 は. p-LPC 測定のダイアグ

ラムである.

脳波電極は国際10-20法に基づき.

両耳突を基準電極として、頭皮上16

力所から導出した. 今回の p-LPC

の振幅測定部位は. 頭頂部 (Cz) の

前後 ・ 左右にある Fz ， Pz. C3 , c4 

の 4 力所である なお，各電極の抵

抗は 5kQ以下とした

データの解析は日本電気三栄製シ

グナ Jレプロセ Iノサ 7T 1 8を用い，

分析1時間5 12msec. サ ンプリングポ

(P 2 )のpeak 凶 peak (N 2 -P 2 組合)を振

幅として測定した(図 3). 

刺 M.量祖 3 F ., G 

【+橿} {極}

イン卜 1024ポイントとし、 16回の平

均加算を行なった Illuul 
以上の測定条例で， まず p-LPC

電位の再現性と時間経過に伴う振幅

の自然変動を確認するために 2 分間

隔で 2 回の p-LPC の測定を行い，

この変動域をコントロールとした.

一方， 銭刺激群についてはまず誘発

刺激のみを指尖に

与え， 次に誘発刺

激と同時に銭刺激

を行い，さらに 2

分後に再び誘発刺

激のみを与え，そ

れぞれの誘発刺激

によって出現した

p-LPC 波形の娠

帽を比較検討した.

波形の振幅は，誘

発刺激から約 150

msec 後に出現す

る陰性波 (N 2) 

語里恵l遭
s 

回迫電厨 (IO-20~豊 3

~ノ
観 ~"Il・ R 包と鉱刺現段旬 l企

図 2 p-LPC 測定のダイアグラム

踊"'1澄前

掘調l盟後

"“ーー

1 CAL'10. V 

50.0mS/div 

と守約250msec後

に出現する陽性被

図 3 p- LP C 現波形を示す。波形は鑓刺激前(点線)，鍛刺激 2 分後(実線)である。銭

刺激 2 分後に p-LPC 握幅 (N2・ P2複合)の誠少が認められる。



56 痛み関連11l位から見た鍛ひびき感覚の効果について

なお，鍍刺激によるp-LPCの判定ではコ ン トロー

ル群の変化率の標準偏差の 2 倍 ( 2 a ) 以上を有

意な変化率とした.

E 結 果

図 4 はコントロー ル1~干の被験者ごと の p-LPC
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の振舗の変化率を示す コント ロールにみ る

p-LPcm位はよ く再現され， 娠帽の変化率(刺

激前の電位を 100% とした時の変化率〕 は 1 00.3%

:t9.4% (手均±標権偏差)であり . 比較的安定

した結果が得られた

図 5 . 図 6 は銀刺激中および録刺激終了後 2 分
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図 4 Fz. Pz. C 3. C4 各部位における p- LPC 橿幅変化率ののコ ン トロールを示す 全ての部位における平均

変化率では 1 回目白刺激を1∞%とすると. 2 回目では. 100.3:t9.4% ( MEAN :t S 口 ) を示し， コントロー

ルが比較的安定していることが示されている
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の p-LPC 板幅の変化率を各被験者ごと に示した

ものである. 鎖刺激中の変化率は 97 .4:!:24%. 

鍛車11政終了 2 分後は 83. 7 :!: 39 . 1 %で あっ た 鍛

刺激中では Wïlcoxon 検定において有意な差は認

められなか っ たが鍛刺激後 2 分において仮幅の低

下を示した(p<O.04) . さらに被験者ごとに検討
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するとコント ロールmの標準偏差の 2 倍， すなわ

ち 2σの 188%以上の変化率を越えた例は. 刺激

'-1'では C 3. C 4 共に認められず Fz で 7 例中

3 例. pz では 7 例中 1 f~1認めた また守 鍛刺激

終了後 2 分では C 3. C 4. pz の各部位で 7 例

中 3 例に. Fz 部位では 7 例中 4 例に有意な変化

6

0

0

o

 

,
O88 f
i
 。

pz 
n=7 

.* 

事l選前 車l選中

C4 
n=7 

刺選前 車j途中

図 5 鎖刺激中の pー LPC 振幅変化率を示す星印は銘の刺激強度が強い ( VASで50mm以上) 例である C 3. C 
4 は20%以上の有意な変化率は認められないが. P z で 1 例. F z では 3 例に有意な減少傾向が認められる
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が認められた， しかし， 鍛刺激終了後 2 分におい

て逆に pzを除く 3 部位で40%以上の振幅増加を

示す例が l 例観察された.

次いで鍛のひびき感覚強度と p-LPC の振幅変

化との関連について検討した. ひびき強度の判定

として，今回は VAS で50mm以上越えた場合を
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強いひびき感覚を*~1た被験者とした(図 5 ， 6 の

屋町を付けた例).有意な減少を示した例は c

3 の i 伊lを除いて鍬のひびき感覚の強かった例で

あった すなわち， 鍍の強いひびき感覚は p-LPC

の掘幅を抑制するように影響することを示唆する

ものである.
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図 6 鑓刺激 2 分後の p- L PC 掻幅変化率を示す星印は鑓の刺激強度が強い ( VASで印m以上)例である 2 分

後になると C3 ， C 4 , Pz, F z の各部位において菱化が認められ，特にC4. Pz, Fz は 1 例を除いて減少
傾向を示しており，また18.8%以上の有意な減少を示す例は星印の付いている例に宰〈認められる
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そ こでVAS の値と p-LPC 振隔変化率が顕著

であった Fzおよびpz部位に於ける鎖刺激 2 分後

の変化値との招!期限l係を調べてみた結果. 相関係

数は Fzで - 0 .68， pzで- 0. 64 を示した(図7)

ひびきの樹宜と振1相変化率との間にある程度の相

関関係が示された ものの被験者数が少ないためか

間部位とも に有意な相側関係は認められなかっ
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図 7 Fz, p z における鎖刺激 2 分後の変価値と刺激

強度の相関関係を示す. 危険率が Fz で <0. 1 ，

pz で<0.2であったため統計ょの有意な相間関

係は認められなかったが，相関係数は 0.68 ， 0.64

を示しており。掻幅の減少は刺激強度と棺関す

る傾向がみられた

59 

W 考察

鍛治療においてその治療効果の重要な先行指標

として「鍛のひびき感党(得気)J があげられる

現在のところ鍛のひびき感党の実態は明らかでは

なく ， 中継神経機能に深く影轡するといわれてい

るが不明な点が多い

そこで.銭のひびき感党が中枢神経機構にどの

ように影響を及ぼすのか， 特に痛み刺激に対する

中枢神経の情報処理過程に及ぼす影響を明らかに

することによって中駆神経機構への織のひびき感

覚の効果とその臨床的窓義を検索することができ

るものと考え，痛み関越!'~n位を指標に検討した.

痛みもしくは不快感を感じるような体表刺激に

よって記録される誘発電位は，刺激後200-300

rnsec後に現われる陽性波形であるlJ)。 この後期

陽性成分はι 与える痛み刺激の物理的強度よりも

むしろ被験者がその痛み刺激をどの様に感じたか

といった主観的な痛み感党の強さと高い相関関係

を示すといわれている2-6， 8).

これまでに鍛の治療効果について， 誘発脳波の

後淵成分 〔事象|量liill，U!î[)を指標とした研究に山

田らの報告4)がある.それによると ， 被験者の主

観的な痛み感3Iの変化と事象関連電位の振幅の変

化の問には相|皇l関係があったとしている

本研究では. 同じ事象関連íTi位の一種ではある

が，痛み関連屯位の振闘を指標として.特に鍛の

ひびき感覚強度との関係について検討した.

その結果， 鍛の強いひびき感l'.tは p ーLPC振帽

を減少させる傾向を示した Pomerantz は，鎖

鎮痛を生じさせる刺激条件として，低頻度の場合，

強い強度が必要であるとしている 12) 今回の実験

で用いた銀刺激は 1 Hzの低頻度であり，鎮痛

を引き起こすには卜分な刺激強度が必要であった

と推察され， その強い繊のひびき感覚が，痛み感

党を抑制するよう . 脳内における痛み情報処理過

程に働きかけたものと縦割11 される.またι 今回の実

験では鍛刺激Ij'よりもむしろ鍬刺激終了後 2 分の

p-LPCの振幅に減少例が多かった. この こ とは，

鍛のひびき感党が脳内の機構に影響を及ぼす時

間的経過を推定させるものである.この点、に関し
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て矢野ら 13) は， 錨鎮痛効果を得るためには単に

神経反射によるものだけではなく，体液性因子

が関与すると してお り ， 鍛によるひびき感覚が

Endorogenous brain analgesic system (EBAS) 

における体液因子に何らかの影響を与えたためと

1ft剖l してい る .

一方. p-LPC の振隅が増加 し た例 もわずか l

例ではあったが認められ， しかも織のひびき感覚

が弱かった例であった.このこ と は. 弱い鍛のひ

びき感覚が脳の意識水準を高め. 痛みをより明瞭

に感覚させ る こと を示唆するのではないかとも考

えられるが例であるため本研究では明確なこ

とは言えない.いずれにしても織のひびき感覚強

度と痛み関連電位について更に例数を追加し，両

者の関係を明確にするとともに後効果の持続性お

よび刺激のモダリテ ィーなどについて検討しなけ

ればならないと考える.
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